
三
池
炭
鉱
旧
万
田
坑
施
設
が 

世
界
文
化
遺
産
国
内
暫
定
一
覧
表
に 

掲
載
決
定
！ 

 

平
成
20
年
９
月
26
日
に
文
化
庁
で
行
わ
れ
た
文
化
審

議
会
文
化
財
分
科
会
に
お
い
て
、
当
市
の
三
井
石
炭
鉱
業

株
式
会
社
三
池
炭
鉱
旧
万
田
坑
施
設
（
万
田
坑
）
を
含
む

「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
―
非
西
洋
世
界
に

お
け
る
近
代
化
の
先
駆
け
―
」
が
、
世
界
文
化
遺
産
国
内

暫
定
一
覧
表
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。  

■
世
界
遺
産
と
は 

 

世
界
遺
産
と
は
、
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
国
が
採
択
し
た
「
世

界
遺
産
条
約
」
に
定
め
る
人
類
全
体
に
と
っ
て
貴
重
な
顕

著
で
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
財
産
で
、
自
然
及
び
文
化
遺

産
（
或
い
は
そ
の
複
合
遺
産
）
と
に
区
別
さ
れ
ま
す
。
世

界
遺
産
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

一
覧
表
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

■
「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
と
は 

こ
の
た
び
国
内
暫
定
一
覧
表
に
掲
載
さ
れ
た
「
九
州
・

山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
は
、
九
州
５
県
（
熊
本
・

福
岡
・
佐
賀
・
長
崎
・
鹿
児
島
）
と
山
口
県
の
11
市
に
あ

る
22
の
産
業
遺
産
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
は
幕
末
に
西
洋
技
術
を
導
入
し
て
以
降
、
非
西
洋

地
域
で
初
め
て
か
つ
極
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
飛
躍
的

な
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
世
界
的
に
も
特
筆
さ

れ
る
べ
き
こ
と
で
す
。
こ
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
の
大
き
な

原
動
力
と
な
っ
た
の
が
、
古
来
海
外
へ
の
窓
口
と
し
て
外

国
の
文
化
や
技
術
を
受
容
す
る
最
前
線
の
役
割
を
担
っ

て
い
た
九
州
・
山
口
と
い
う
地
域
で
す
。 

こ
の
遺
産
群
は
、
日
本
が
①
自
力
に
よ
っ
て
近
代
化
を

果
た
し
、
②
積
極
的
に
技
術
導
入
を
お
こ
な
い
、
③
国
内

外
へ
の
石
炭
需
要
に
こ
た
え
、
④
重
工
業
へ
転
換
を
果
た

し
た 

と
い
う
四
つ
の
要
素
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
日
本

の
近
代
化
を
支
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

■
万
田
坑
の
価
値
と
位
置
づ
け 

万
田
坑
跡
は
三
井
三
池
炭
鉱
の
施
設
と
し
て
、
明
治
・

大
正
期
の
も
の
と
し
て
現
存
す
る
最
大
級
の
も
の
で
す
。

三
池
炭
鉱
社
の
当
時
の
最
高
の
技
術
力
を
結
集
し
て
開

設
さ
れ
、
優
れ
た
技
術
を
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
平
成
10

年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
、
採
炭
・
選
炭
・
運
炭
と
い
う

炭
鉱
の
シ
ス
テ
ム
が
分
か
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
平

成
12
年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
炭
鉱
施
設
と

し
て
は
初
の
史
跡
へ
の
指
定
で
、
国
内
の
産
業
遺
産
と
し

て
は
既
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
世
界
遺
産
国
内
暫
定
一
覧
表
の
登
録
に
関
し

て
は
③
国
内
外
の
石
炭
需
要
へ
の
対
応 

と
い
う
点
に

お
い
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
担
う
資
産
で
す
。 

 

■
現
在
の
万
田
坑 

 

現
在
万
田
坑
に
は
、
年
間
六
千
人
程
の
見
学
者
が
訪
れ

て
お
り
、
産
業
遺
産
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
う
か
が
う
こ

と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
写
真
撮
影
や
絵
画
の
ス
ケ
ッ
チ

対
象
と
し
て
、
更
に
映
画
撮
影
等
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
万

田
坑
の
魅
力
は
徐
々
に
発
信
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

万
田
坑
と
い
う
こ
の
貴
重
な
産
業
遺
産
の
保
護
と
有

効
か
つ
適
切
な
活
用
の
た
め
に
、
本
市
で
は
本
格
的
な
保

存
修
理
と
周
辺
整
備
を
実
施
し
ま
す
。 

来
年
の
１
月
か
ら
は
、
第
二
竪
坑
巻
揚
機
室
と
第
二
竪

坑
ヤ
グ
ラ
な
ど
施
設
の
保
存
修
理
事
業
に
着
手
す
る
予 

■九州・山口の近代化産業遺産群に含まれる資産（地域別） 
県 市 資 産 名 

宇城市 三角西港 熊本県
 荒尾市 三井石炭鉱業株式会社三池炭鉱旧万田坑施設

大牟田市 三井石炭鉱業株式会社三池炭鉱旧宮原坑施設

北九州市 官営八幡製鉄所関連施設（東田第一高炉、 
旧本事務所、旧鍛冶工場、西田岸壁） 

飯塚市 旧伊藤伝右衛門邸 

福岡県

田川市 旧三井田川鉱業所（竪坑櫓、第一・第二煙突）

佐賀県 唐津市 旧高取家住宅 
長崎県 長崎市 小菅修船場跡、旧クラバー住宅、高島炭鉱関

係（北渓井坑跡、端島炭坑） 
鹿児島県 鹿児島市 旧集成館、新波止砲台跡、旧集成館機械工場、

旧鹿児島紡績所技師館 
下関市 前田砲台跡 山口県

萩市 萩反射炉、恵美須ヶ鼻造船所、松下村塾 

三池炭鉱旧万田坑施設 



定
で
す
。
周
辺
整
備
事
業
と
し
て
は
万
田
坑
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
が
す
で
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
度
初
め
に

は
万
田
坑
周
辺
に
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
施
設
（
仮
称
）
が

オ
ー
プ
ン
し
、来
場
さ
れ
た
方
々
の
拠
点
と
な
る
予
定
で
す
。 

こ
れ
ら
保
存
修
理
事
業
や
周
辺
整
備
事
業
は
、
世
界
遺
産

一
覧
表
へ
の
登
録
を
見
据
え
な
が
ら
慎
重
に
行
い
ま
す
。 

■
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て 

 

万
田
坑
を
含
む
「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」

が
世
界
遺
産
に
な
る
た
め
の
道
の
り
は
、
容
易
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
遺
産
委
員
会
が
定
め
る
厳
し
い
条
件
を

整
え
、
国
内
推
薦
を
受
け
た
の
ち
、
登
録
申
請
書
を
提
出
し

ま
す
。
こ
れ
が
委
員
会
で
承
認
さ
れ
て
初
め
て
、
世
界
遺
産

一
覧
表
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。 

景
観
の
保
全
と
と
も
に
、
遺
産
群
全
体
の
価
値
を
よ
り
明

確
に
し
強
化
す
る
た
め
の
再
調
査
な
ど
、
関
係
自
治
体
が
よ

り
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

■
炭
鉱
の
ま
ち
・
荒
尾
の
財
産
と
し
て 

世
界
遺
産
の
審
査
基
準
は
毎
回
厳
し
く
な
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
実
は
最
も
重
要
な
用
件
の
一
つ
と
し
て
、
地
元
の

理
解
と
総
意
、
そ
し
て
登
録
へ
の
熱
意
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

万
田
坑
は
、
炭
鉱
の
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
き
た
荒
尾
を

語
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
、
象
徴
的
な
施
設
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
荒
尾
市
の
大
切
な
財
産
で
す
。 

 

市
と
し
ま
し
て
も
、
万
田
坑
の
有
効
活
用
と
保
存
整
備
を

進
め
る
と
同
時
に
関
係
自
治
体
と
協
力
し
、
遺
産
群
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
万
田
坑
の
特
別
公
開
な
ど
も

計
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
世
界
に
誇
る
日
本

の
産
業
資
産
の
ひ
と
つ
で
あ
る
万
田
坑
を
含
む
こ
の
遺
産
群

が
、
早
期
に
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
る
よ
う
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

こ
の
た
び
国
内
暫
定
一
覧
表
に
掲
載
さ
れ
る
ま
で
に
は
多

く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
よ
り

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
と
熱
意
を
必
要

す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
是
非
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

■
市
長
の
こ
と
ば 

「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
が
世
界
文
化
遺

産
国
内
暫
定
一
覧
表
へ
の
追
加
登
録
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に

関
し
て
、
こ
れ
ま
で
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

万
田
坑
施
設
が
国
内
暫
定
一
覧
表
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
は

誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
国
内
外
の
近
代
工
業
化
に
関

し
て
一
翼
を
担
っ
た
こ
と
が
高
く
評
価
を
受
け
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
今
後
、
関
係
自
治
体
と
の
連
携
を
密
に
し
、
世
界

文
化
遺
産
登
録
に
向
け
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。 

 

【
万
田
坑
の
見
学
に
つ
い
て
】
見
学
希
望
日
の
一
週
間
程
度

前
ま
で
に
万
田
炭
鉱
館
（
６
４-

１
３
０
０
／
月
曜
休
館
）
に

直
接
お
問
い
合
わ
せ
の
上
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
見
学
者
一
人

に
つ
き
ガ
イ
ド
料
２
０
０
円
必
要
で
す
。（
※
危
険
な
箇
所
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ガ
イ
ド
な
し
で
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。） 

【
万
田
坑
特
別
公
開
】
日
時
…
平
成
20
年
11
月
３
日
（
月
・

祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
。
入
場
…
無
料 

〈
特
別
公
開
問
合
せ
先
：
万
田
炭
鉱
館
（
６
４-

１
３
０
０
）

ま
た
は
社
会
教
育
課
（
６
３-

１
６
８
１
）〉 

 

※
左
の
写
真
は
、
万
田
坑
と
と
も
に
「
九
州
・
山
口
の
近
代
化

産
業
遺
産
」
と
な
っ
た
資
産
の
中
か
ら
炭
鉱
・
石
炭
関
係
施
設

を
掲
載
し
ま
し
た
。
上
か
ら
…
大
牟
田
市
の
三
池
炭
鉱
宮
原
坑

施
設
、
福
岡
県
田
川
市
の
田
川
鉱
業
所
竪
坑
、
同
第
一
・
第
二

煙
突
、
福
岡
県
飯
塚
市
の
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
、
熊
本
県
宇
城

市
の
三
角
西
港
、
長
崎
市
の
高
島
炭
鉱
北
渓
井
坑
跡
、
同
高
島

炭
鉱
端
島
炭
鉱
（
軍
艦
島
）
写
真
提
供
：
鹿
児
島
県
企
画
部
企

画
課 


